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1.はじめに

WWWの発達により，Web上の情報の量・種類とも

に膨大となっている．そのため，Web上でコアな情報

を検索・収集することがより困難になることが危惧さ

れる．そこで，計算機を用いてユーザに適切な情報を

提示することの重要性が増している．

そこで本稿では，日本語版Wikipediaを対象として

記事を自動要約して，ユーザの文章の理解度に合わせ，

シソーラスを用いて要約文を平易化を行う．そしてそ

の要約文に対してのユーザのレスポンスを学習データ

として機械学習をして，最終的にユーザに適した文章

を動的に提示する．これにより自然言語処理と機械学

習的手法により，要約文の可読性を動的に調整する基

盤技術を開発する．

2.システム全体の流れ
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1 システム全体のフロー図

　本システムでは，対象となる文章の取得・抽出，要

約・文章処理，単語レベル設定・シソーラス適用，ユー

ザによるアクティビィティの学習と四つの部に分けられ

る複合システムである．そこでにおいてそれぞれデー

タ取得部，要約部，平易化部，機械学習部と位置づけ

る．また，四つの部の実行フローを以下図 1に示す．図

1では機械学習部を実行した後，その結果を要約部以

前にフィードバックする．

3.ユーザの文章理解度判定モデルの構築

まず，要約部では You らの Basic Summarization

Model[1]という次式の要約モデルを用いて要約を行う．

このモデルは従来は文章中の単語の出現頻度を表して

いたが，文章中の単語の位置も考慮したモデルとなっ

ており，要約コンペティションでも高い精度をだして

いる．

score′(s) =
∑
i

[log freq(wi) · pos(wi)]/|s| (1)

続いて，平易化部では梶原の研究を参考に難解語に

対して，語彙的換言を行う．そして，この２つの部から

生成された文章を提示し，ユーザのレスポンスを待つ．

2 強化学習の環境とエージェントのイメージ

　最後に機械学習部では，図 2のような報酬駆動シス

テムを導入する．具体的には，ユーザのアクティビティ

を強化学習法を用いて学習する．そして，ユーザのア

クティビティに応じてエージェントに賞罰が送られ，そ

の結果から文章の要約率とユーザの語彙理解度レベル

（ユーザレベル）を決定し再度要約文を生成する．そし

てユーザが満足するまでこの工程を繰り返すことで最

適な文章を探索する．

4.おわりに

本稿では，一連の分野を複合的に組み合わせること

での有効性を確認することに焦点をあてたが，システ

ムの四つの部それぞれに対して，より細かなチューニ

ングを行うことで，さらなる可読性の向上は期待でき

る．

　また，今回は日本語を対象として行ったがシステム

処理の内，言語特有の部分を切り離して設計すること

により多言語の対応も可能になるだろう．また，機械

学習で推定するパラメータに要約の手法を取り入れれ

ば，文章の種類やドメインに応じた要約もできる可能

性がある．以上より今後さらなる改良を検討したい．
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